
草津市の総合計画について

資料４

草津市公認マスコット キャラクター「たび丸」



・ 草津市自治体基本条例に基づいて策定する、草津市の全ての

計画の基本となる市政運営の最上位計画

・ 自治体運営のかじ取りとして、重要な役割を果たす計画である

ため、市民との協働の視点に立ち、策定段階から市民参加を

いただき策定

【草津市自治体基本条例】（抜粋）

第１３条 市は、市政運営の最上位の計画として市民の参加を得て総合計画を策定し、

総合的かつ計画的に市政を運営しなければならない。

総合計画とは
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草津市の総合計画

◆ 第１次草津市総合開発計画【昭和45（1970）年度～ 昭和55（1980）年度 １1年間】
「調和のとれた10万都市づくり」

(1) 市民のための市政を高めるために (2) さわやかな明るいまちづくりのために
(3) 教育と文化を高めるために (4) 豊かな近代都市づくりのために

◆ 第２次草津市総合開発計画【昭和56（1981）年度～ 平成2（1990）年度 10年間】
「活力ある調和のとれた 市民都市をめざして」

(1) 人間性を尊重するまち (2) 自然の美しさと生活環境を大切にするまち
(3) 歴史と伝統を大切にするまち (4) 活力を創造するまち

◆ 第３次草津市総合計画（ハイプラン21）【平成3（1991）年度 ～ 平成10（1998）年度 8年間】
びわ湖の感動都市「活力と魅力あふれる生活文化創造のまち」

(1) 人にやさしい生涯健康のまち (2) 感性に満ちた草津人のまち
(3) 人が輝き、安心して暮らせるまち (4) 豊かな活力を実感できるまち
(5) 快適な都市環境を創造するまち

◆ 第４次草津市総合計画（くさつ2010ビジョン）
【平成11（1999）年度 ～ 平成21（2009）年度 11年間】

「パートナーシップで築く 人と環境にやさしい 淡海に輝く 出会いの都市」
(1) 未来を育む人間都市づくり (2) 安全で快適な環境都市づくり
(3) 淡海に輝く活力都市づくり

『第１次～第５次草津市総合（開発）計画 』

◆ 第５次草津市総合計画【平成22（2010）年度～ 令和2（2020）年度 11年間】
「出会いが織りなすふるさと“元気”と“うるおい”のあるまち草津」

(1) 「人」が輝くまちへ (2) 「安心」が得られるまちへ
(3) 「心地よさ」が感じられるまちへ (4) 「活気」があふれるまちへ2



草津市のまちづくりの歩みと総合計画【第１次】

昭和２９年１０月 草津市誕生 人口 ３２，１５２人

草津町・志津村・老上村・山田村・笠縫村・常盤村の６町村が合併

昭和３１年 ９月 栗東町から渋川地区を編入 人口 ３３，８０３人

昭和４２年 ４月 国鉄草津駅（現駅舎）完成

昭和４２年 ５月 草津市民憲章制定

昭和４４年 ４月 草津宿場まつり開催

昭和４５年 ３月 国鉄草津・京都間複々線化完成

昭和４６年 ８月 人口５万人突破

昭和４８年 ７月 学校給食センター完成

昭和５２年 ４月 清掃工場操業開始

昭和５２年 ８月 人口７万人突破

昭和５３年 ４月 市の一般会計が１００億円を超える

昭和５６年 １月 市の木「キンモクセイ」、市の花「アオバナ」制定

◆ 第１次草津市総合開発計画【昭和45（1970）年度～ 昭和55（1980）年度 11年間】
「調和のとれた10万都市づくり」

(1) 市民のための市政を高めるために (2) さわやかな明るいまちづくりのために
(3) 教育と文化を高めるために (4) 豊かな近代都市づくりのために
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昭和５6年 8月 草津市総合体育館開館

昭和５7年 ３月 人口８万人突破

昭和５７年１０月 香川県観音寺市と姉妹提携

昭和５８年 ７月 市立図書館開館

昭和６３年 ７月 人口９万人突破、ロクハ公園プール完成

昭和６３年１０月 「ゆたかな草津 人権と平和を守る都市宣言」決議

銭形砂絵（香川県観音寺市）

草津市のまちづくりの歩みと総合計画【第２次】

◆ 第２次草津市総合開発計画【昭和56（1981）年度～ 平成2（1990）年度 10年間】
「活力ある調和のとれた 市民都市をめざして」

(1) 人間性を尊重するまち (2) 自然の美しさと生活環境を大切にするまち
(3) 歴史と伝統を大切にするまち (4) 活力を創造するまち
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